
（ 5 ） （ 4 ）

入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｑ　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
す
で
に
始
ま
り
、11
月
以
降
は

４
種
混
合
接
種
も
始
ま
る
。接
種
方

法
な
ど
、Ｐ
Ｒ
や
啓
発
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

接
種
方
法
は
、広
報
さ
や
ま
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
、対
象

者
に
は
個
別
通
知
で
対
応
。

Ｑ　

消
費
者
行
政
推
進
事
業
費
で
、

生
活
相
談
窓
口
の
体
制
強
化
や
相
談

の
中
身
は
。

Ａ　

体
制
の
強
化
は
、最
近
の
複
雑
・

多
様
化
す
る
相
談
に
対
応
す
る
た
め

の
増
員
。相
談
内
容
は
、携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
架
空
・
不
当

請
求
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。ま

た
、高
齢
者
か
ら
の
相
談
で
は
、未
公

開
株
や
投
資
、訪
問
で
の
リ
フ
ォ
ー

ム
や
耐
震
工
事
な
ど
の
内
容
が
目
立

つ
。ま
た
、多
重
債
務
相
談
な
ど
の
相

談
も
あ
る
。

Ｑ　

公
民
館
の
耐
震
改
修
工
事
の
進

捗
状
況
は
。

Ａ　

23
年
度
に
奥
富
・
柏
原
公
民
館

の
工
事
が
完
了
。本
年
度
は
水
富
、25

年
度
に
は
堀
兼
公
民
館
の
工
事
を
予

定
。公
共
建
築
物
改
修
計
画
に
基
づ

き
、27
年
度
ま
で
に
順
次
工
事
を
進
め

て
い
く
。

Ｑ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
入
間
川
・
柏

原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
事
業
の

評
価
は
。

Ａ　

稼
働
開
始
か
ら
３
年
間
、適
切
に

業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

Ａ　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
の
実
施
方
針
や

公
表
事
業
者
と
の
契
約
ま
で
の
一
連

の
作
業
支
援
。

Ｑ　

被
災
者
支
援
給
付
金
を
増
額
し

て
い
る
が
、内
容
と
現
在
の
被
災
者

の
状
況
は
。

Ａ　

寄
付
金
を
財
源
に
、２
１
８
万

４
千
円
を
計
上
。内
容
は
、被
災
者
交

流
会
へ
の
支
援
や
教
育
支
援
金
、出

産
祝
金
な
ど
。８
月
末
現
在
、95
世
帯

２
３
１
人
の
方
が
市
内
で
避
難
生
活

を
送
っ
て
い
る
。　

Ｑ　

成
年
後
見
制
度
の
推
進
体
制
の

内
容
は
。

Ａ　

市
民
後
見
推
進
事
業
に
係
る
補

助
金
を
活
用
し
、今
年
度
か
ら
法
人

後
見
を
行
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議

会
に
、市
民
後
見
人
の
養
成
と
市
民

後
見
人
活
動
を
安
定
的
に
実
施
す
る

た
め
の
組
織
体
制
の
構
築
を
委
託
す

る
も
の
で
、養
成
人
数
は
30
名
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｑ　

生
活
保
護
費
を
約
５
千
万
円
返

還
し
て
い
る
が
、理
由
は
。

Ａ　

23
年
度
、生
活
保
護
費
の
国
の

負
担
金
は
、近
年
の
生
活
保
護
受
給

者
の
急
増
を
踏
ま
え
、前
年
度
対
比

で
所
要
額
の
約
６
・
８
％
増
で
申
請

し
た
が
、所
要
額
は
４
％
増
に
と
ど

ま
り
、超
過
分
を
返
還
す
る
も
の
。

　

県
負
担
金
は
、住
所
地
が
明
ら
か

で
な
い
方
な
ど
を
保
護
す
る
場
合
で

あ
り
、23
年
度
は
受
給
対
象
者
数
が

見
込
み
を
下
回
っ
た
こ
と
に
加
え
て

医
療
費
扶
助
の
伸
び
が
予
想
を
下
回

り
、受
け
入
れ
超
過
額
を
返
還
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

Ｑ　

上
奥
富
災
害
復
旧
事
業
費
に
７

千
万
円
と
い
う
多
額
の
補
正
が
出
て

い
る
。自
然
災
害
も
た
び
た
び
起
き

て
い
る
状
況
で
、上
奥
富
の
堰せ

き

の
災

害
復
旧
事
業
の
見
通
し
は
。

Ａ　

昨
年
７
月
の
台
風
で
上
奥
富
堰

が
被
災
し
、

そ
の
復
旧
工

事
を
進
め
て

き
た
が
、本

年
５
月
、６

月
の
２
度
に

わ
た
る
豪
雨

で
さ
ら
に
決

壊
し
た
。現

在
、河
川
が
出
水
期
で
あ
り
工
事
は

11
月
以
降
に
行
い
、年
度
内
に
は
完

了
し
た
い
。工
事
の
方
法
は
、当
初
設

計
ど
お
り
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

◆
平
成
24
年
度
都
市
計
画
事
業
狭
山

市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

《
総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

保
留
地
処
分
金
に
約
４
１
０
０

万
円
の
減
額
補
正
が
あ
る
が
、そ
の

理
由
と
計
画
全
体
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

今
年
度
中
に
売
却
予
定
で
あ
っ

た
一
般
保
留
地
約
３
２
４
㎡
の
敷
地

造
成
工
事
で
、隣
接
地
の
建
物
撤
去

が
今
年
度
末
に
ず
れ
込
む
影
響
で
実

施
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
。工
事
や

予
算
、事
業
へ
の
直
接
的
な
影
響
は

な
い
。

Ｑ　

一
般
会
計
繰
入
金
が
９
８
０
０

万
円
程
度
の
増
額
予
定
だ
が
、現
在

ま
で
の
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　

27
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
て

い
る
事
業
の
24
年
度
末
の
進
捗
状
況

は
、仮
換
地
の
指
定
が
全
体
指
定
面

積
14
万
１
７
６
４
㎡
の
う
ち
13
万
６

０
０
８
㎡
、95
・
94
％
を
指
定
す
る
予

定
。道
路
整
備
は
、全
整
備
延
長
５
０

７
８
ｍ
の
う
ち
４
０
７
４
ｍ
、80
・
23

％
を
整
備
す
る
予
定
。建
物
移
転
は
、

移
転
対
象
全
１
６
０
戸
の
う
ち
１
５

３
戸
、95
・
63
％
の
移
転
が
完
了
す
る

見
込
み
。

東
口
の
補
正
予
算

◆
平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算《

総
員
賛
成
で
原
案
可
決
》

Ｑ　

介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
返
還
金
の
理
由
は
。

Ａ　

こ
の
基
金
は
、保
険
料
の
軽
減

や
周
知
を
目
的
に
交
付
さ
れ
た
も
の

で
、啓
発
冊
子
の
印
刷
な
ど
も
行
っ
た

が
、残
額
が
あ
り
返
還
す
る
も
の
。

　
　
　

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案　
　
　

総
員
賛
成
で
可
決

総
員
賛
成
で
可
決
◆
平
成
24
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算（
国
民
健
康
保

険
、後
期
高
齢
者
医
療
）　

◆
市
道
路

線
の
認
定　

同
意

　

同
意
◆
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命（
吉
川
明
彦
氏
、松
本
晴
夫

氏
）　

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

（
多
比
良
和
子
氏
）　

◆
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
石
川
誠
氏
、羽

田
伸
子
氏
）　

介
護
保
険
の
補
正
予
算

工事中の狭山市駅東口

増水時の上奥富堰（5月撮影）

24年度工事予定の水富公民館

　市議会では、９月定例会で一般会計などの決算審査を行い、全会計を認定しました。これ

は、より早い時期に審査を行うことで、審査の結果を10月に始まる翌年度の予算編成に反映さ

せるためです。また、一般会計以外の各会計も同様に、各常任委員会で審査を行いました。

　ここでは、本会議での議案質疑と併せ、委員会審査での主な質疑をお知らせします。

平成23年度決算 震災に積極的対応

本

会

議

で

の

議

案

審

議

◆
一
般
会
計
決
算
認
定

《
賛
成
多
数（
17
人
）で
原
案
可
決
》

　

歳　

入　

Ｑ　

単
年
度
収
支
は
12
億
２
４
２
７

万
３
千
円
の
赤
字
だ
が
、ど
の
よ
う

な
認
識
か
。

Ａ　

一
般
的
に
は
単
年
度
収
支
は
プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
を
繰
り
返
す
も
の

で
、財
政
状
況
な
ど
に
特
段
の
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ　

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
補
助

金
で
、何
人
採
用
し
た
の
か
。

Ａ　

離
職
者
支
援
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
事
業
が
１
名
、窓
口
フ
ロ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
配
置
事
業
が
１
名
、廃

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
放
管
理
・
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
事
業
が
４
名
、市
民
憩
い

の
広
場
管
理
運
営
事
業
が
２
名
、広

報
写
真
フ
ィ
ル
ム
電
子
化
事
業
が
12

名
、合
計
５
事
業
で
20
名
。

　

歳　

出　

　

総　

務　

費

Ｑ　

市
に
は
交
通
指
導
員
が
何
人
い

る
の
か
。

Ａ　

現
在
12
名
。24
年
度
は
１
名
欠

員
が
出
て
お
り
、募
集
し
て
い
る
。

Ｑ　

東
日
本
大
震
災
の
対
策
に
か
か

っ
た
経
費
は
。

Ａ　

消
防
職
員
や
保
健
師
の
派
遣
費

用
、住
宅
支
援
、放
射
線
量
測
定
経
費

な
ど
職
員
給
料
を
除
き
約
９
５
０
０

万
円
。主
な
経
費
は
、被
災
地
支
援
が

５
０
５
万
７
千
円
、避
難
者
支
援
が

８
０
３
６
万
７
千
円
、原
発
事
故
が

５
２
９
万
２
千
円
。

Ｑ　

茶
の
花
号
の
運
行
が
見
直
し
さ

れ
た
が
、評
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

Ａ　

22
年
の
一
般
利

用
者
は
13・
９
％
。23

年
度
は
、一
般
利
用
者

が
50・
８
％
、高
齢
者

や
障
害
者
の
利
用
は
49
・
２
％
で
あ

り
、一
般
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
は
、

良
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
。

Ｑ　

元
気
大
学
の
受
講
者
数
と
修
了

生
の
地
域
活
動
状
況
は
。

Ａ　

23
年
度
は
３
学
科
７
コ
ー
ス
を

実
施
し
、１
２
６
名
が
受
講
し
た
。修

了
生
の
地
域
活
動
状
況
は
、生
活
支

援
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
準
備
中
も
含
め

５
件
、子
育
て
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
中
間
支
援
を
行
う
任
意
の
市
民

活
動
団
体
が
３
件
な
ど
、修
了
生
が

団
体
組
織
を
立
ち
上
げ
活
動
を
開
始

し
て
い
る
。全
体
で
約
70
％
が
地
域

の
支
援
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

Ｑ　

現
在
の
市
の
職
員
体
制
は
。

Ａ　

23
年
４
月
１
日
現
在
の
一
般
職

の
職
員
数
は
、男
７
９
４
人
、女
３
２

２
人
、合
計
で
１
１
１
６
人
で
、22
年

４
月
１
日
の
１
１
３
３
人
に
対
し
17

人
の
減
員
で
あ
る
。臨
時
職
員
は
、延

べ
雇
用
人
数
は
１
０
９
２
人
で
、男

82
人
、女
１
０
１
０
人
。

Ｑ　

市
民
交
流
促
進
総
合
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
さ
や
ま
ル
シ
ェ
」の
運
営
業

務
委
託
料
は
。

Ａ　

官
民
協
働
運
営
で
、市
は
３
年

間
委
託
料
を
負
担
す
る
が
、そ
の
後

は
自
立
採
算
運
営
に
移
行
す
る
。開

設
か
ら
３
年
目
を
迎
え
る
24
年
度
は
、

店
舗
情
報
掲
載
料
な
ど
を
事
業
者
の

収
入
と
し
て
見
込
ん
で
い
る
。

　

民　

生　

費

Ｑ　

障
害
者
福
祉
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
が
、特
色
や
重
点
施
策
は
な
に
か
。

Ａ　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
目

標
や
そ
の
確
保
の
方
策
を
定
め
、ま

た
就
労
や
社
会
参
加
、ま
ち
づ
く
り

な
ど
を
推
進
す
る
総
合
計
画
で
も
あ

る
。特
に
防
災
体
制
や
災
害
時
の
要

援
護
者
支
援
と
、協
働
に
よ
る
地
域

福
祉
の
推
進
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。　

Ｑ　

老
人
福
祉
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し

て
い
る
が
、要
因
と
今
後
の
動
向
は
。

Ａ　

市
の
高
齢
化
率
は
23
・
７
％
。支

援
が
必
要
な
高
齢
者
も
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ　

介
護
保
険
事
業
費
全
般
が
増
額

し
て
い
る
が
、要
因
と
今
後
の
動
向

は
ど
う
か
。

Ａ　

前
年
対
比
で
約
１
億
４
３
０
０

万
円
増
。主
な
要
因
は
、認
知
症
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
設
経
費
交
付
金
や

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
額
で

あ
る
。今
後
も
保
険
給
付
費
な
ど
の

支
出
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

Ｑ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者

の
状
況
は
。ま
た
、待
機
者
対
策
は
。

Ａ　

本
年
８
月
１
日
現
在
で
４
７
７

人
、前
年
比
35
人
減
。今
後
の
対
策
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
５
０
床
の

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　

衛
生
・
労
働
費

Ｑ　

発
災
後
に
実
施
し
た
放
射
線
測

定
の
結
果
は
。ま
た
、個
別
測
定
の
実

施
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

毎
月
市
内
15
地
点
で
実
施
し
た

が
、最
小
値
が
毎
時
０
・
０
３
８
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、最
大
値
が
毎
時

０
・
１
０
９
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
。

個
別
測
定
は
66
件
、４
０
０
地
点
で

実
施
し
た
。

　

農
林
水
産
・
商
工
費

Ｑ　

中
小
企
業
者
へ
の
融
資
１
３
６

件
、７
億
５
１
６
７
万
５
千
円
を
ど

う
評
価
す
る
か
。

Ａ　

前
年
比
で
17
件
増
、１
億
４
６

９
８
万
５
千
円
の
増
額
で
、設
備
投

資
や
仕
入
れ
費
の
増
額
や
人
件
費
へ

の
充
当
な
ど
に
貢
献
し
た
。当
市
の

制
度
は
貸
付
金
利
が
低
い
な
ど
利
用

し
や
す
い
こ
と
も
増
加
要
因
と
認
識

し
て
い
る
。
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